
カラー静止画伝送装置

暫定仕様書
Ｖｅｒ１．０

ＴＲ－８００ 無線通信用
ＴＲ－８５０ 電話回線用

タスコ電 機 株 式 会 社
愛知県安城市箕輪町新芳畔２０７番地

ＴＥＬ ０５６６－７４－７８２２

ＦＡＸ ０５６６－７４－７８３３



（１）概要

本装置は、ビデオカメラ、ＣＣＤカメラなどからの画像信号を取り込んで一般の

業務用無線（TR-800）または、電話回線（TR-850）を用いて、簡単にカラー静止

画の伝送をおこなう装置です。

本機には、簡易ＮＣＵ装置を内蔵しており、自動着信機能、固定ダイアル機能を

内蔵しております。（TR-850）

遠隔操作を配慮して、リモートコントロールによる各機能の制御をおこなうこと

が出来、無人運用などがおこなえるようにＤＴＭＦデコーダーを内蔵しています。

（２）特長

・音声通話用の業務用無線機がそのまま使用でき、すでに設置されている無線機

に簡単に取り付けできます。（TR-800）

・無線機の外部スピ－カ－、マイク端子への接続で簡単に対応できます。（TR-800）

・通常の２線式電話回線がそのまま使用でき、すでに設置されている電話回線に簡単

に取り付けできます。（TR-850）

（ＰＢＸや特殊な専用電話回線などには対応しておりません）

・電話機と電話回線の間に本機を入れるだけで対応できます。（TR-850）

・自動着信が可能なので無人運用が可能です。

また、固定局番に自動ダイアルできる機能も内蔵しております。（TR-850）

（トーンダイアルのみ対応）

・シリアル端子を持っており、パソコンなどによる外部からの操作も可能です。

・ＤＴＭＦコントロール機能を使用することで、遠隔地に設置した装置の無人運転が

可能です。

・送信側で装置番号(ＩＤ)を付けることができ受信側でどの送信かが識別可能です。

また、受信側で設定することにより指定のＩＤのみの受信も可能です。（１固定）

（ＩＤは４ビット構成で１６分割まで可能）

・画像を取り込んだ時点の月日時分とＩＤのインポーズが可能です。

画像に取り込まれますので、後の管理が簡単に行えます。



スペック
・ビデオ系

入力信号 ＮＴＳＣ（４Ｆｓｃ）

出力信号 ＮＴＳＣ ７５Ω １Ｖp-p

・無線回線系

受信レベル ０ｄＢｓ ＋１０～－３０ｄＢ

送信レベル ０～１５０ｍＶrms

・電話回線系

受信レベル ０～－３０ｄＢｍ

送信レベル －１５ｄＢｍ

・静止画伝送モード 無線用 ／ 電話用

ﾓﾉｸﾛ高速 伝送時間 約１８秒 ／ １４秒

ﾓﾉｸﾛ標準 伝送時間 約３５秒 ／ ２７秒

ｶﾗｰ高速 伝送時間 約２７秒 ／ ２３秒

ｶﾗｰ標準 伝送時間 約６９秒 ／ ４０秒

・静止画変調方式 ＤＳＰによるデジタルＶＣＯ変調

・静止画復調方式 ＤＳＰによるアークタンジェント角度検出

・カラーデコード ＤＳＰによるデコード

・画像メモリ １画面（オプションにより最大計２画面まで拡張可能）

・入出力端子 ＤＣＩＮ ＥＩＡＪ極性統一規格タイプ４

ビデオ出力 ＲＣＡピンジャック（黄色）

ビデオ入力 ＲＣＡピンジャック（黄色）

ＣＯＭ Ｄｓｕｂ９ピン オス／インチロック

ＡＣＱ モノラルジャック

ＡＵＸ ３.５φステレオジャック

ＲＡＤＩＯ ＤＩＮ ５ピン （無線モデルのみ）

ＭＩＣ メタルコネクタ（FM14）８ピン（無線モデルのみ）

ＴＥＬ モジュラージャック(62ﾀｲﾌﾟ) （電話モデルのみ）

ＬＩＮＥ モジュラージャック(62ﾀｲﾌﾟ) （電話モデルのみ）

・操作部 ＰＯＷＥＲ トグルスイッチ

ＴＸ ／ ＲＸ プッシュスイッチ

ＨＯＬＤ トグルスイッチ

MODE－SW ４極ディップスイッチ

AUTO－SW ４極ディップスイッチ

NCU-SW ４極ディップスイッチ

ID-SW ６極ディップスイッチ

・ＮＣＵ 自動着信リング回数 １～７回（変更が可能）

回線切断 自動／無音時間検出（20秒）の併用

（電話モデルのみ）

・電源電圧 ＤＣ １２Ｖ（１１.７Ｖ～１５.８Ｖ）リップル成分100mV以下

・消費電流 ３００ｍＡ（ＤＣ１２Ｖ時 最大時）

・外形寸法 １７０×１６０×３３(mm) 突起部含まず



商品概要図

前面パネル

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

(１)(２) (３) (４) (５)(６) (７) (８) (９) (10)

（１）ＰＯＷＥＲランプ 「緑色ＬＥＤ」

本機の電源ＯＮ／ＯＦＦを表します。

（２）ＰＯＷＥＲスイッチ 「上下トグルスイッチ」

本機の電源スイッチです。電源を切ると、画像は全て初期化されます。

（３）ＡＣＱ入力端子 「３.５φモノラルジャック」

ＴＸスイッチと同等機能の外部入力端子です。接点入力です。

（４）ＨＯＬＤスイッチ 「上下トグルスイッチ」

撮像や受信など、メモリに新たに画像を書き込む動作を禁止します。

（５）ＶＯＩＣＥランプ 「黄色ＬＥＤ」

本機が電話回線を使用中で無いとき、点灯します。

消灯している時は、電話機の受話器で通話をすることはできません。

（６）ＴＸランプ 「赤色ＬＥＤ」

本機が画像を送信中であることを表します。

（７）ＴＸスイッチ 「プッシュスイッチ」

このスイッチを押すと、撮像後、送信をおこないます。

送信は裏面にある（ＭＯＤＥ－ＳＷ）で設定してある画像モードで送信します。

（８）ＲＸランプ 「緑色ＬＥＤ」

本機が画像を受信中であることを表します。

ＨＯＬＤスイッチがＯＮ＝消灯 ／ 画像受信中＝点滅 ／ 待機状態＝点灯

（９）ＲＸスイッチ 「プッシュスイッチ」

本機を強制的に受信させる場合は、受信を強制的に停止する場合に押します。

(10) マイクロフォン端子 「メタルコネクタ８ピン」

マイクロフォンを接続するコネクタです。ＴＲ－８００が送受信していない時、

無線機とつながっています。ピン配置は後述の「入出力コネクタの詳細」を参照

して下さい。



後面パネル

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

(１) (２) (３) (４) (５) (６)

（１）ＣＯＭ端子 「Ｄｓｕｂ９ピン オス インチ」

本機の外部制御端子です。

後面の「ＭＯＤＥ－ＳＷ」スイッチによりボーレートの変更が可能です。

ボーレートにより、ＲＳ２３２レベル／ＴＴＬレベル が自動的に変わります。

コマンドは「制御コマンドの説明」及び、

ピン配置は後述の「入出力コネクタの説明仕様」を参照してください。

（２） ＲＡＤＩＯ端子 「ＤＩＮ ５ピン」

無線機と接続するコネクタです。

送受信をしていない時は、全面のマイクロフォン端子がつながっています。

ピン配置は後述の「入出力コネクタの詳細」を参照して下さい。

（３）ＶＩＤＥＯ ＩＮ 「ＲＣＡピンジャック 黄色」

本機の画像取り込み用のソースを接続するコネクタです。

ＮＴＳＣ準拠の信号を入力します。

（４）ＶＩＤＥＯ ＯＵＴ 「ＲＣＡピンジャック 黄色」

本機の画像を出力するコネクタです。

ＮＴＳＣ準拠の信号が出力されています。

（５）ＡＵＸ 「３.５φステレオジャック」

本機の補助入出力端子です。

入出力共、０ｄＢｍ 入出力です。

（６）ＤＣＩＮ 「ＥＩＡＪ極性統一規格タイプ４」

本機の電源端子です。

安定化された電源でＤＣ１１.７Ｖ～１５.７Ｖの範囲内で供給します。

使用する電源は５００ｍＡ以上安定して供給できる電源を接続します。



商品概要図

前面パネル
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後面パネル

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

(１) (２－左／右) (３) (４) (５) (６)

（１）ＣＯＭ端子 「Ｄｓｕｂ９ピン オス インチ」

本機の外部制御端子です。

後面の「ＭＯＤＥ－ＳＷ」スイッチによりボーレートの変更が可能です。

ボーレートにより、ＲＳ２３２レベル／ＴＴＬレベル が自動的に変わります。

コマンドは「制御コマンドの説明」及び、

ピン配置は後述の「入出力コネクタの説明仕様」を参照してください。

（２－左）ＬＩＮＥ端子 「モジュラージャック（６２タイプ）」

電話回線を接続します。接続できる電話回線が、２線式の回線のみで、特殊な

交換機を通ったラインやデジタルラインとは接続出来ません。

この端子を使用する場合には、ＲＡＤＩＯ端子を使用することはできません。

（２－右）ＴＥＬ端子 「モジュラージャック（６２タイプ）」

電話機や着信用機器を接続します。

接続できる機器は、２線式のアナログ回線用で、特殊な回線用の機器は

接続することができません。

（３）ＶＩＤＥＯ ＩＮ 「ＲＣＡピンジャック 黄色」

本機の画像取り込み用のソースを接続するコネクタです。

ＮＴＳＣ準拠の信号を入力します。

（４）ＶＩＤＥＯ ＯＵＴ 「ＲＣＡピンジャック 黄色」

本機の画像を出力するコネクタです。

ＮＴＳＣ準拠の信号が出力されています。

（５）ＡＵＸ 「３.５φステレオジャック」

本機の補助入出力端子です。

入出力共、０ｄＢｍ 入出力です。

（６）ＤＣＩＮ 「ＥＩＡＪ極性統一規格タイプ４」

本機の電源端子です。

安定化された電源でＤＣ１１.７Ｖ～１５.７Ｖの範囲内で供給します。

使用する電源は５００ｍＡ以上安定して供給できる電源を接続します。



入出力コネクタの説明

ここでは、本機の入出力端子のピン配置を説明します。

MICROPHONE

使用コネクタ：メタルコネクタ８ピン

ピン配列 ： １番 －－－ ＭＩＣ ２番 －－－ RADIOの５番と接続

３番 －－－ ＰＴＴ ４番 －－－ DC+５Vバイアス

５番 －－－ MIC GND ６番 －－－ 制御ﾊﾟﾙｽ入力

７番 －－－ ＧＮＤ ８番 －－－ ＳＰ ＯＵＴ

Ｅ －－－ ＧＮＤ (7/EのＧＮＤは内部で共通)

通常使用では、２／４／６番ピンは、オ－プンで使用。

ＣＯＭ

使用コネクタ：ＤＳｕｂ９Ｐ オス

ピン配置 ： １番 －－－ ＮＣ ２番 －－－ ＲＤ

３番 －－－ ＴＤ ４番 －－－ ＤＴＲ

５番 －－－ ＧＮＤ ６番 －－－ ＤＳＲ

７番 －－－ ＣＴＳ ８番 －－－ ＲＴＳ

９番 －－－ ＮＣ Ｅ －－－ ＧＮＤ

ＲＡＤＩＯ

使用コネクタ：Ｄｉｎ５ピン メス

ピン配置 ： １番 －－－ 送信出力 ２番 －－－ ＧＮＤ

３番 －－－ ＰＴＴ出力 ４番 －－－ ＤＴＲ

５番 －－－ 予備用直結(MICROPHONEと直結接続)

Ｅ －－－ ＧＮＤ

ＬＩＮＥ

使用コネクタ：モジュラージャック（６２タイプ）

ＴＥＬ

使用コネクタ：モジュラージャック（６２タイプ）

ＶＩＤＥＯ＿ＩＮ

使用コネクタ：ＲＣＡピンジャック （黄色）

ＶＩＤＥＯ＿ＯＵＴ

使用コネクタ：ＲＣＡピンジャック （黄色）

ＡＵＸ

使用コネクタ：３.５φステレオジャック

ピン配置 ：先端＝出力 中間＝入力 根元＝ＧＮＤ



ＤＣＩＮ

使用コネクタ：ＥＩＡＪ極性統一規格準拠 電圧区分タイプ４

ピン配置 ：センター プラス

ＡＣＱ

使用コネクタ：３.５φモノラルプラグ

ピン配置 ：先端＝入力 根本＝ＧＮＤ



操作部の説明

「ＨＯＬＤスイッチ」 （上下トグルスイッチ）

撮像や受信など、メモリに新たに画像を書き込む動作を禁止します。

このスイッチを上向き（ＯＮ）にすると、受信や撮像の動作を禁止します。

また、ＣＯＭ端子を使用した画像伝送も出来なくなります。

この時、「ＲＸランプ」は、消灯しています。

「ＡＣＱ入力端子」 （３.５φモノラルジャック）

ＴＸスイッチと同等機能の外部入力端子です。接点入力です。

このジャックの２極を、ショートすることにより、「ＴＸスイッチ」を押した

動作をおこないます。

「ＶＩＤＥＯ＿ＩＮ端子」の信号を撮像し撮像完了後、「ＭＯＤＥ－ＳＷ」で

設定してある、画像モードで送信を開始します。

撮像中は、「ＡＣＱランプ」が点灯します。撮像が完了すると消灯します。

送信中は、「ＴＸランプ」が転送します。送信が完了すると消灯します。

なお、「ＨＯＬＤスイッチ」が上向き（ＯＮ）の状態では、現状の画像内容を

そのまま送信します。

また、後面の「ＭＯＤＥ－ＳＷ」で自動撮像発信モードに設定してある場合は

撮像後、登録してある電話番号にダイアルして送信を開始します。（TR-850）

ＶＯＩＣＥランプ 「黄色ＬＥＤ」

本機が電話回線を使用中で無いとき、点灯します。

消灯している時は、電話回線を使用している時です。

このランプは、撮像や送信をしているとき、消灯します。

ＴＸランプ 「赤色ＬＥＤ」

本機が画像を送信中であることを表します。

ＴＸスイッチ 「プッシュスイッチ」

このスイッチを押すと、撮像後、送信をおこないます。

送信は裏面にある（ＭＯＤＥ－ＳＷ）で設定してある画像モードで送信します。

なお、「ＨＯＬＤスイッチ」が上向き（ＯＮ）の状態では、現状の画像内容を

そのまま送信します。

「ＡＵＴＯ－ＳＷ」の４番がＯＮの場合は、撮像後、送信の動作は行わず、

撮像後送信制御コマンドであるＤＴＭＦ信号を発生します。

ＲＸランプ 「緑色ＬＥＤ」

本機が画像を受信中であることを表します。

ＨＯＬＤスイッチがＯＮ＝消灯 ／ 画像受信中＝点滅 ／ 待機状態＝点灯

ＲＸスイッチ 「プッシュスイッチ」

本機を強制的に受信させる場合や、受信を強制的に停止する場合に押します。

また、送信を強制停止する場合にも押します。

（この場合、画像送信の中止し、ヘッダーを送り終えた時点で停止します。）



設定スイッチの説明

本体裏面にある、設定用スイッチを説明します。

［ＭＯＤＥ－ＳＷ］
画像の送信モードの設定と、ＣＯＭシリアルのボーレート設定をおこないます。

ON １番 ２番 送信画像モードの設定
OFF OFF ：高速モノクロモード

■ OFF ON ：標準モノクロモード
■ ■ ■ ON OFF ：高速カラーモード

ON ON ：標準カラーモード
１ ２ ３ ４

３番 ＣＯＭシリアルボーレート
ON ：1200/76K/115Kボーからｿﾌﾄｳｪｱ選択
OFF ：１１５Ｋボー固定

４番 自動撮像発信モードに設定します。

［ＡＵＴＯ－ＳＷ］
連続撮像送信モードの設定と、リモート機能の設定。

ON １ ２
OFF OFF ：連続撮像送信モードを停止します。
OFF ON ：５秒ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙで連続撮像送信します。

■ ■ ■ ■ ON OFF ：30秒ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙで連続撮像送信します。
ON ON ：60秒ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙで連続撮像送信します。

１ ２ ３ ４

インターバル期間は送信完了後、次に撮像を開始するまでの時間を指します。

撮像 送 信 撮像 送 信

この時間を指します。

３：ONでリモート受信機能が働きます。OFFにするとDTMFによる制御が働きません。

４：ONでリモート送信機能が働きます。前面パネルの操作スイッチはリモートする
為のDTMF送信スイッチに変わります

［ＮＣＵ－ＳＷ］
ＮＣＵの自動着信機能をＲＩＮＧ何回で動作させるかを設定。

１ ２ ３
ON OFF OFF OFF：自動着信をしません。

ON OFF OFF：RING１回後、自動着信します
■ OFF ON OFF：RING２回後 〃

■ ■ ■ ON ON OFF：RING３回後 〃
OFF OFF ON ：RING４回後 〃

１ ２ ３ ４ ON OFF ON ：RING５回後 〃
OFF ON ON ：RING６回後 〃
ON ON ON ：RING７回後 〃

スイッチの「４」は、自動着信後、アンサー要求トーンの有無を設定します。
ＯＮにすると、一定間隔で「ポーッ」と音を出します。
ＯＦＦにすると、着信後無音状態で待機します。

［ＩＤ－ＳＷ］
送信時に送るＩＤコードを１～４番でＢＣＤ設定します。

１ ２ ３ ４ ＩＤ １ ２ ３ ４ ＩＤ
OFF OFF OFF OFF ：ＩＤ＝00 OFF OFF OFF ON ：ＩＤ＝08
ON OFF OFF OFF ：ＩＤ＝01 ON OFF OFF ON ：ＩＤ＝09

OFF ON OFF OFF ：ＩＤ＝02 OFF ON OFF ON ：ＩＤ＝10
ON ON OFF OFF ：ＩＤ＝03 ON ON OFF ON ：ＩＤ＝11

OFF OFF ON OFF ：ＩＤ＝04 OFF OFF ON ON ：ＩＤ＝12
ON OFF ON OFF ：ＩＤ＝05 ON OFF ON ON ：ＩＤ＝13

OFF ON ON OFF ：ＩＤ＝06 OFF ON ON ON ：ＩＤ＝14
ON ON ON OFF ：ＩＤ＝07 ON ON ON ON ：ＩＤ＝15

５番はＩＤ使用の有無の設定をします。

６番は日時データのスーパーインポーズ機能のＯＮ／ＯＦＦを切り替えます。



ＮＣＵ動作の説明（電話回線用）

内蔵しているＮＣＵの動作について説明します。

・自動着信機能

電話回線から着信信号（ＲＩＮＧ信号）があると、「ＮＣＵ－ＳＷ」の設定に

合わせた回数で自動着信をおこないます。

自動着信時に着信したことを表す「１」「１」「＃」を発信側に送信します。

その後「ＮＣＵ－ＳＷ」のビット４の設定によりアンサートーンを出す／出さない

をおこないます。アンサートーンは、「ポーッ ポーッ」の連続音で、１秒間隔で

発生します。周波数は、４４０Ｈｚのシングルトーンです。

なお、マニュアル操作などで発信側から画像を送る必要がある場合には

「８」「＃」とＤＴＭＦ信号を送り、アンサートーンの発生を止める必要あります。

・回線切断機能

ある一定間隔、動作用ＤＴＭＦが検出できない場合は自動的に回線を切断します。

ＤＴＭＦ信号が連続して設定時間以上検出できない場合には、回線を強制的に切断

します。

ＤＴＭＦ信号により回線切断信号を受けた場合にも回線を切断します。

強制的に本機の電源が落とされた場合も同様に回線を切断します。

・自動撮像発信モード

「ＭＯＤＥ－ＳＷ」の４番をＯＮにすると、自動撮像発信モードになります。

自動撮像発信モードは、前面のＡＣＱ端子もしくは「ＴＸスイッチ」のトリガー

により次の一連の動きを自動的に行うモードです。

撮像（画像の取り込み）
↓

回線接続（設定した電話番号にダイアル ※１）
↓

画像送信
↓

回線切断

※１：電話番号の登録は後述の「特殊機能の説明」を参照

電話番号は２つ登録できて、メインとサブが存在します。

片側のみに登録してある場合は、その電話番号を発信します。

話し中の場合は１分後にリトライを行い計５回までリトライを行いますが、

その後は、送信動作を破棄します。

メインとサブ両方に電話番号が登録してある場合はメインの次にサブと

メインとサブへ交互に電話を掛ける動作を行います。

話し中のリトライは、５回まで行い、その後は送信動作を破棄します。

なお、自動発信時の相手側着信の判断は「１」「１」「＃」を受信した事で

おこないます。

リトライの時間は、「特殊機能」の「自動ダイアル時のリトライについて」

を参照ください。

注意：この自動撮像発信モードを行うときは、「ＡＵＴＯ－ＳＷ」の１番と２番は

ＯＦＦにする必要があります。



・連続自動撮像発信モード

「ＭＯＤＥ－ＳＷ」の４番をＯＮにして、自動撮像発信モードにします。

「ＡＵＴＯ－ＳＷ」の１番と２番を発信側および着信側とも同じ設定にします。

連続自動撮像発信モードは、前面のＡＣＱ端子もしくは｢ＴＸスイッチ｣のトリガー

により次の一連の動きを自動的に行い撮像→送信を繰り返すモードです。

撮像（画像の取り込み）
↓

回線接続（設定した電話番号にダイアル ※１）
↓

→ 画像送信
↓ ＤＴＭＦ信号で｢０｣｢０｣｢＃｣を受信もしくは、

撮像 発信側の「ＲＸスイッチ」が押されるまで繰り返す。
↓

← 繰り返し（※２）
↓

回線切断（設定により連続して撮像→送信を繰り返すことも可能 ※２）

※１：電話番号の登録は後述の「特殊機能の説明」を参照

電話番号は２つ登録できて、メインとサブが存在します。

片側のみに登録してある場合は、その電話番号を発信します。

話し中の場合は１分後にリトライを行い計５回までリトライを行いますが、

その後は、送信動作を破棄します。

メインとサブ両方に電話番号が登録してある場合はメインの次にサブと

メインとサブへ交互に電話を掛ける動作を行います。

話し中のリトライは、５回まで行い、その後は送信動作を破棄します。

なお、自動発信時の相手側着信の判断は「１」「１」「＃」を受信した事で

おこないます。

リトライの時間は、「特殊機能」の「自動ダイアル時のリトライについて」

を参照ください。

※２：連続撮像送信になっている場合、一度電話回線を接続した後は回線を切断

せずに繰り返し撮像→送信を行います。この場合、回線を切断するには発信

側からＤＴＭＦで００＃を送る必要があります。

送るタイミングは、送信終了から次の送信開始までの時間です。

発信側の「ＲＸスイッチ」を押すことによりＤＴＭＦ信号を送信することが

出来ます。

画像と画像を送る間にも、ＤＴＭＦ信号を使って通信をおこなっています。

このＤＴＭＦ信号が受け取れなかった場合には、自動的に回線を切断します。



ＤＴＭＦ遠隔操作信号仕様

ＤＴＭＦ信号による遠隔操作が可能です。

ここでは、該当するＤＴＭＦと制御内容を説明します。

制御は、回線が接続された後、行う必要があります。

・撮像制御 「１」「＃」で撮像をおこないます。

・送信制御 「２」「＃」で送信をおこないます。

・撮像後送信制御 「３」「＃」で撮像をおこなった後、送信をおこないます。

・送信モード制御 「４」～「７」後「＃」で送信モードの変更をおこないます。

「４」「＃」 高速モノクロモード

「５」「＃」 標準モノクロモード

「６」「＃」 高速カラーモード

「７」「＃」 標準カラーモード

・受信待機 「８」「＃」でアンサートーンを切り受信待機状態にします。

・回線切断制御 「０」「０」「＃」で回線切断をおこないます。

・キャンセルコード 「９」「＃」で、今まで受信したＤＴＭＦのコードをキャンセ

ルします。ただし、最後に「＃」を検出して動作モードに入っ

た場合はキャンセルできません。

・自動回線切断 撮像／送信／撮像後送信の各制御の前に「０」を入れると

該当動作完了後、回線を切断します。

例：「０」「３」「＃」

撮像後送信を行い、送信が終了すると回線を切断します。

本体裏面にある「ＡＵＴＯ－ＳＷ」の４番をＯＮにすることにより、前面パネルのＴＸ

スイッチを押すと、制御信号「３」「＃」を出すことができます。（撮像後送信制御）

この場合、パネルのＴＸスイッチは、本来の働きでは無く、ＤＴＭＦ信号を送信する

スイッチに変わります。

※「 」内の文字は、ＤＴＭＦコードに該当する文字です。

回線の切断は、次の条件の時おこなわれます。

・信号のやりとりが無い状態（無音状態）が２０秒以上続いたとき。

・回線切断制御を受けたとき。（例：００＃のＤＴＭＦ信号を受信したとき）

・ＴＲ－８５０の電源がＯＦＦの状態になったとき。

自動着信と、自動発信時の確認ＤＴＭＦ信号について

自動着信を行うと、自動発信側に対して、着信をしたことを表すＤＴＭＦ信号を送信

します。

自動発信側は、この着信をしたことを表すＤＴＭＦ信号を受け取ることにより着信

したと判断します。

この判断の為に、ＤＴＭＦ信号で「１」「１」「＃」を自動着信時に送受信を

おこないます。

※ＴＲ－８００では、操作できない信号があります。



特殊機能の説明

・撮像画像に日時やＩＤのスーパーインポーズする機能を内蔵

撮像した画像に日時とＩＤのスーパーインポーズを行うことが可能です。

スーパーインポーズする／しないの設定は、裏面のディップＳＷ「ＩＤ－ＳＷ」

の６番をＯＮにする必要があります。

このスーパーインポーズ機能を有効にするには時計の設定が必要です。

・スーパーインポーズの内容

画像の左上部分から「月／日 時：分 ＩＤ」の表示をインポーズします。

インポーズ位置や、文字の大きさ、色の変更はできません。

時間の表示は２４ｈ制で表示をおこないます。

インポーズデータの取得は、撮像が行われた時点の日時とします。

データの取得を変更することはできません。

また、撮像時に日時データを画像内部に書き込むので日時データが入った画像

から日時情報を取り去ることはできません。

・時計ＩＣの日時及び自動ダイアル先の設定

●「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＮにしてから、「ＴＸスイッチ」と「ＲＸスイッチ」

を押しながら電源を入れます。

●モニター画像に時計の表示が出るので「ＴＸスイッチ」で設定項目の送りを

おこない、「ＲＸスイッチ」で設定項目の数値を合わせます。

「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＦＦにした時点で時計の確定が行われます。

●次に、自動ダイアル先の電話番号を登録します。

再度、「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＮにします。

画面には、「Ｐ１：ｎ」と表示されますのでマスター側の電話番号を時計の

設定と同じ方法で合わせます。

入力が完了した時点で「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＦＦにします。

ここで「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＦＦにした時点までが登録されます。

●再度「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＮにすることによりサブ側の電話番号の設定に

なります。画面には「Ｐ２：ｎ」と表示しています。

マスター側と同じように合わせて、最後に「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＦＦに

します。

●サブ側の番号（Ｐ２）を無効にするには、設定時に「０」を３個以上連続して

登録することにより解除となります。

●次に、タイトル文字を登録します。再度「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＮにします。

画面には｢ＴＴ：｣と表示されますので時計の設定と同じ方法で合わせます。

タイトル文字は６文字までで入力ができ、次の文字種が使用可能です。

｢Ａ｣～｢Ｚ｣、｢０｣～｢９｣、｢／｣、｢－｣、｢！｣、｢？｣、｢ ｣

スーパーインポーズにタイトル文字を表示しない場合は、ここの設定をブランク

（スペース）で全て消します。最後に「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＦＦにします。

自動ダイアルを有効にするには、「ＭＯＤＥ－ＳＷ」の４番をＯＮにする必要が

あります。

自動着信側の設定 自動発信側の設定

「MODE-SW」 ４番－ＯＦＦ ４番－ＯＮ

「 NCU-SW」 １～４番－任意 １～４番－ＯＦＦ

他のスイッチは、動作に併せて任意設定。



・自動ダイアル時のリトライについて（TR-850）

登録された電話番号にダイアルして、相手側が話し中もしくは、呼び出しが

３０秒以上続いた場合（通話不通）にはリトライをおこないます。

このリトライの動作は次のようになります。

・「Ｐ２」が登録されている場合

最初に「Ｐ１」にダイアルを行います。「Ｐ１」が通話不通の場合には

「Ｐ２」にダイアルを行います。「Ｐ２」も通話不通の場合は再度「Ｐ１」に

ダイアルを行います。Ｐ１に電話を掛ける回数を５回まで繰り返します。

ここでリトライの間隔時間は、Ｐ１→Ｐ２ の時間は３秒間後

Ｐ２→Ｐ１ の時間は３分間後

にリトライをおこないます。

回数を超えても通信が成立しなかった場合にはダイアル操作を終了します。

・「Ｐ２」が登録されていない場合

「Ｐ１」が通話不通の場合は、３分後に再度「Ｐ１」にダイアルを試します。

試す回数が５回を越えると、ダイアル操作を終了します。

・ＮＣＵ機能の暗証番号設定

部外者の無断使用を避けるために、ＮＣＵ機能自体の動作に暗証番号を設定する

ことができます。電源を入れた状態では、暗証番号は働かない状態です。

最初に回線がつながった状態で、「？」「？」「？」「？」「＊」を入力すると

この番号が暗証番号になり、暗証番号が有効になります。

この入力後は、回線がつながる度に最初に「暗号番号４ケタ」＋「＊」を入力

しない限り、ＤＴＭＦの操作が出来ません。

※暗証番号の登録は、電源を入れてからはじめの１回のみ可能です。

※暗証番号及び暗証番号機能は、電源を切るとリセットされます。

・ＩＤ機能

機器特有のＩＤを設定します。

この数値はスーパーインポーズ時にＩＤとして表示され「００」～「１５」まで

で、本体後面の「ＩＤ－ＳＷ」の１～４番を使って設定します。

この設定を有効（ＩＤを使用）にするには５番をＯＮにする必要があります。

この設定は受信側で｢００｣以外に設定することにより、設定したＩＤ以外の画像

を受信しなくすることもできます。（｢００｣の設定は全て受信する設定です。）

・ソフトウェアボーレートの設定

「ＭＯＤＥ－ＳＷ」の３番をＯＮにして、「ＨＯＬＤスイッチ」をＯＮにして

から、「ＴＸスイッチ」と「ＲＸスイッチ」を押しながら電源を入れます。

モニター画像にボーレートの選択表示が出来るので「ＴＸスイッチ」で設定項目

の送りを行います。設定するボーレートの表示に合わせた状態で、「ＨＯＬＤ」

スイッチをＯＦＦにすることにより、設定が完了します。



シリアルコマンドの説明

ＴＲ－８５０の後面パネルに配置してある「ＣＯＭ」端子を使うシリアルコマンドに

ついて説明します。

・ＣＯＭ端子のハードウェア

９ピンオスピンＣＯＭ、クロスケーブル仕様

ＲＳ２３２信号レベルインターフェース、非同期シリアル

・ＣＯＭ端子のシリアルパラメータ

スタートビット：１ビット

ストップビット：１ビット

データビット ：８ビット

パリティビット：無し

通信ボーレート：1200／76.8K／115.25Kbps より選択した速度

・コマンドの送受について

ＰＣからのコマンドは１バイトのバイナリーデータです。

それに対してＴＲ－８５０はさまざまな戻り値を返します。

以降の説明の中で( )付きの数字は、ＴＲ－８５０からＰＣへの戻り値を示します｡

・コマンド説明

１）アドレス･ホーム

動 作：メモリアドレスポインタを画面最上部左端に移動します｡

フロー： 01H → (80H)

２）１ライン･ライト･コマンド

動 作：現在のメモリアドレスポインタの位置に、ＰＣから送られてくる

７００バイト分の１ラインデータをメモリーに書き込みます｡

書き込み後、メモリアドレスポインタは次のラインの先頭に

移動します｡

フロー： 08H → (80H) → N1 →････→ N700 → (80H)

ここでの「N1･･･N700」は７００バイトのデータを表します。

３）１ライン･リード･コマンド

動 作：現在のメモリアドレスポインタの位置から、１ライン分のデータ

７００バイトをＰＣに転送します。

読み込み後、メモリアドレスポインタは次のラインの先頭に移動

します｡

フロー： 04H → (N1) →････→ (N700) → (80H)

ここでの「(N1)･･･(N700)」は７００バイトのデータを表します。



４）１ライン･リード･モディファイ･ライト

動 作：現在のメモリアドレスポインタの位置に、ＰＣから送られてくる

７００バイトのデータを条件付きで書き込みます｡

送られてくるデータがゼロ以外の場合は、書き込みを行い

ゼロの場合は、メモリのデータは更新

されません。シーパーインポーズのためのコマンドです。

書き込み後、メモリアドレスポインタは次のラインの先頭に

移動します｡

フロー： 08H → (80H) → N1 →････→ N700 → (80H)

ここでの「N1･･･N700」は７００バイトのデータを表します。

５）ステータス･リード･コマンド

動 作：ＴＲ－８５０の内部ステータスを送り返します｡

フロｰ1：ＴＲ－８５０が送信中、ＨＯＬＤ中、受信中などによりビジーの時

10H -> (F1) -> (00H) -> (F2) -> (F3) -> (F4) -> (80H)

F1:TRのｽｲｯﾁ状態

Bit7 DTMF･受信ﾌﾗｸﾞ

Bit6 1の時DSPが送信または受信中

Bit1 Holdｽｲｯﾁ状態

00H: (ﾋﾞｰｼﾞｰを示す)

F2: Bit7-4 ModeDipSwitch

Bit3 REM ACQ 状態

Bit2 NC

Bit1 電話回線･回線反転信号

Bit0 電話回線 Ring

F3: Bit7-4 NCUｺﾝﾄﾛｰﾙDIPｽｲｯﾁ状態

Bit3-0 連続送信ﾓｰﾄﾞDIPｽｲｯﾁ状態

F4: Bit7 RXｽｲｯﾁ状態

Bit6 TXｽｲｯﾁ状態

Bit5-0 IDｾｯﾃｲDIPｽｲｯﾁ状態

フロｰ2：通常状態の時(その他の待機状態)

10H -> (F1) -> (VIS) -> (F2) -> (80H)

F1:IC内部状態フラグ(情報ﾕｰｻﾞ非開放)

Bit7,6 ｼﾘｱﾙ通信状態

Bit5 ACQ状態

Bit0 読み込みﾒﾓﾘｰﾍﾟｰｼﾞ

VIS: C2H･高速白黒ﾓｰﾄﾞ C4H･標準白黒ﾓｰﾄﾞ

4AH･高速ｶﾗｰﾓｰﾄﾞ 4CH･標準ｶﾗｰﾓｰﾄﾞ

F2:ｽｲｯﾁ状態ﾌﾗｸﾞ(情報ﾕｰｻﾞ非公開)

赤外線ｽｲｯﾁ情報



６）撮像･コマンド

動 作：ビデオ入力に接続されている映像を撮り込み、静止画にします｡｡

フロー： 34H -> (80H)

７）送信･コマンド

動 作：ビデオ信号を取り込み、指定のモードで送信します｡

フロー： 24H/高速白黒 25H/標準白黒 26H/高速ｶﾗｰ 27H/標準ｶﾗｰ

以上のどれか１バイト → (80H)


